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１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 12,462 △2.5 929 18.3 946 △19.0 657 △20.8
2026年３月期中間期 12,777 13.7 785 9.0 1,168 45.3 830 44.6

(注) 包括利益 2027年３月期中間期 824百万円( △4.2％) 2026年３月期中間期 861百万円( 26.8％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 69.07 ―
2026年３月期中間期 87.25 ―

(注)１ 前第４四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前中間連結会計

期間に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

２ 当社は、2026年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 39,886 19,385 46.8
2026年３月期 40,842 18,798 44.4

(参考) 自己資本 2027年３月期中間期 18,674百万円 2026年３月期 18,126百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 ― 73.00 ― 87.00 160.00
2027年３月期 ― 27.00
2027年３月期(予想) ― 30.00 57.00

(注)１ 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

配当予想の修正については、本日（2026年11月６日）公表いたしました「配当方針の変更（累進配当の導入）

および期末配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」をご覧ください。

２ 2026年３月期の期末配当額87円には、商号変更記念配当10円が含まれております。

３ 当社は、2026年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2026年３月期につ

いては、当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。2027年３月期(予想)については、株式分割

後の数値を記載しております。なお、株式分割を考慮しない場合の2027年３月期(予想)の年間配当金は171円と

なります。



３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,500 3.9 1,600 12.1 2,000 3.6 1,400 2.9 147.09

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名） 有限会社大地リース 、除外 －社（社名） －

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期中間期 10,288,320株 2026年３月期 10,288,320株

② 期末自己株式数 2027年３月期中間期 770,854株 2026年３月期 770,805株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 9,517,488株 2026年３月期中間期 9,518,247株

(注)当社は、2026年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しておりま

す。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績

予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績

予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

前第４四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、

前中間連結会計期間に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させており

ます。

（１）当中間連結会計期間の経営成績の概況

当中間連結会計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果などによ

り、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、中東情勢不安の長期化や自然災害、金融資本

市場の変動等により、先行き不透明な状況が続いております。

建設業界におきましては、公共投資や民間設備投資が堅調に推移する一方、資機材価格の高止

まりや労務費の高騰、金利上昇に伴う資金調達コストの増加等により、収益性への影響が懸念さ

れる状況となっております。

このような環境のなか、当社グループは３年目を迎えた５カ年の中期経営計画『共に築こう、

未来のインフラ都市創出』計画達成に向けた施策に引き続き取り組んでおります。国内事業にお

いては、工事案件の採算性が向上したことなどから、Ｍ＆Ａ関連費用計上があったものの営業利

益は増加しました。海外事業会社においては、前期に発生した一過性の利益案件が一巡したこと

および大型案件の工期遅れにより、持分法による投資利益が減少し、経常利益は減少しました。

また、本年４月に㈲大地リースの株式の取得（子会社化）、続いて９月に雄正工業㈱の株式取得

を発表し、10月に取得を完了しております。

以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は124億62百万円（前年同期比３億15百万円、2.5％

減）、営業利益は９億29百万円（同１億43百万円、18.3％増）、経常利益９億46百万円（同２億

22百万円、19.0％減）、親会社株主に帰属する中間純利益６億57百万円（同１億73百万円、20.8

％減）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

① 重仮設事業

賃貸稼働量が増加した一方で、販売案件の進捗が予定よりも進まず、売上高は88億72百万円

（前年同期比６億27百万円、6.6％減）、セグメント利益は９億64百万円（同92百万円、8.7％

減）となりました。

② 重仮設等工事事業

受注済み工事案件の採算性の向上および、竹本基礎工事㈱の業績反映により、売上高は28億

46百万円（同３億69百万円、14.9％増）、セグメント利益は３億29百万円（同２億37百万円、

259.8％増）となりました。

③ 土木・上下水道施設工事等事業

受注案件の進捗が遅れ、費用増加の影響もあり、売上高は７億42百万円（同57百万円、7.2％

減）、セグメント損失は４百万円（前年同期はセグメント利益25百万円）となりました。

（注）セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（２）当中間連結会計期間の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末における資産合計は398億86百万円となり、前期末比９億56百万円減少い

たしました。現金及び預金の増加額３億12百万円と電子記録債権の減少額11億42百万円などによ

るものです。

負債合計は205億円となり、前期末比15億43百万円減少いたしました。借入金の増加額23億40百

万円と契約負債の増加額91百万円、買掛金の減少額21億44百万円と電子記録債務の減少額18億82

百万円などによるものです。

純資産合計は193億85百万円となり、前期末比５億87百万円増加いたしました。親会社株主に帰

属する中間純利益６億57百万円の計上などによるものであり、自己資本比率は2.4ポイント増の

46.8％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、△４億29百万円（前年同期は６億３百万円の収入）と

なりました。これは主に、税金等調整前中間純利益10億７百万円の計上、売上債権の減少額20億

24百万円と仕入債務の減少額41億49百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、△７億86百万円（前年同期比５億80百万円の支出増）

となりました。これは主に、連結子会社化した㈲大地リースの株式取得による支出７億32百万円

などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、15億28百万円（前年同期比12億99百万円の収入増）と

なりました。これは主に、借入金の増加額18億25百万円と配当金の支払２億80百万円などによる

ものであります。

以上の結果、当中間期末の現金及び現金同等物は、前期末比３億12百万円増の、19億57百万円

となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の連結業績予想につきましては、現時点では2026年５月14日に公表いたしました

数値に変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,644 1,957

受取手形、売掛金及び契約資産 5,245 4,543

電子記録債権 2,461 1,318

建設機材 13,075 12,391

商品 638 709

仕掛品 532 360

材料貯蔵品 270 282

未成工事支出金 78 80

その他 399 405

貸倒引当金 △37 △44

流動資産合計 24,309 22,006

固定資産

有形固定資産

土地 8,088 8,088

その他（純額） 1,205 1,537

有形固定資産合計 9,293 9,626

無形固定資産

のれん 1,058 1,898

顧客関連資産 446 428

その他 73 66

無形固定資産合計 1,578 2,392

投資その他の資産

投資有価証券 5,342 5,470

退職給付に係る資産 180 240

その他 150 162

貸倒引当金 △11 △11

投資その他の資産合計 5,661 5,861

固定資産合計 16,533 17,879

資産合計 40,842 39,886
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,761 2,616

電子記録債務 2,808 925

短期借入金 3,641 5,785

1年内返済予定の長期借入金 2,444 2,353

未払法人税等 413 431

契約負債 1,301 1,393

賞与引当金 372 347

その他の引当金 40 16

その他 1,617 1,531

流動負債合計 17,401 15,400

固定負債

長期借入金 3,178 3,466

退職給付に係る負債 42 38

その他 1,422 1,595

固定負債合計 4,643 5,100

負債合計 22,044 20,500

純資産の部

株主資本

資本金 2,651 2,651

資本剰余金 924 924

利益剰余金 11,642 12,023

自己株式 △439 △439

株主資本合計 14,778 15,159

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 974 1,060

土地再評価差額金 1,947 1,947

為替換算調整勘定 489 542

退職給付に係る調整累計額 △63 △36

その他の包括利益累計額合計 3,347 3,514

非支配株主持分 671 710

純資産合計 18,798 19,385

負債純資産合計 40,842 39,886
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 12,777 12,462

売上原価 10,446 9,839

売上総利益 2,331 2,622

販売費及び一般管理費

報酬及び給料手当 666 715

福利厚生費 170 190

地代家賃 91 100

退職給付費用 15 16

貸倒引当金繰入額 0 10

賞与引当金繰入額 229 196

その他 371 462

販売費及び一般管理費合計 1,545 1,692

営業利益 785 929

営業外収益

受取利息 0 2

受取配当金 27 32

持分法による投資利益 347 10

その他 56 49

営業外収益合計 431 94

営業外費用

支払利息 38 74

その他 10 3

営業外費用合計 48 78

経常利益 1,168 946

特別利益

投資有価証券売却益 - 60

特別利益合計 - 60

税金等調整前中間純利益 1,168 1,007

法人税、住民税及び事業税 368 300

法人税等調整額 △21 48

法人税等合計 347 349

中間純利益 821 657

非支配株主に帰属する中間純利益又は
非支配株主に帰属する中間純損失（△）

△9 0

親会社株主に帰属する中間純利益 830 657
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

中間純利益 821 657

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 154 86

退職給付に係る調整額 △3 26

持分法適用会社に対する持分相当額 △111 54

その他の包括利益合計 39 167

中間包括利益 861 824

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 916 782

非支配株主に係る中間包括利益 △55 42
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,168 1,007

減価償却費 180 186

のれん償却額 9 52

投資有価証券売却損益（△は益） - △60

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △16 △21

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1 △3

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10 6

受取利息及び受取配当金 △28 △34

支払利息 38 74

持分法による投資損益（△は益） △347 △10

売上債権の増減額（△は増加） 301 2,024

棚卸資産の増減額（△は増加） △196 600

仕入債務の増減額（△は減少） △1,455 △4,149

未払消費税等の増減額（△は減少） 125 113

引当金の増減額（△は減少） 12 △57

その他 411 136

小計 196 △134

利息及び配当金の受取額 702 143

利息の支払額 △34 △69

法人税等の支払額 △261 △368

営業活動によるキャッシュ・フロー 603 △429

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却による収入 - 71

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

- △732

有形固定資産の取得による支出 △195 △117

その他 △10 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー △205 △786

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △895 2,143

長期借入れによる収入 2,200 1,100

長期借入金の返済による支出 △826 △1,418

リース債務の返済による支出 △11 △13

配当金の支払額 △237 △280

自己株式の取得による支出 △0 △0

非支配株主への配当金の支払額 - △3

財務活動によるキャッシュ・フロー 229 1,528

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 627 312

現金及び現金同等物の期首残高 2,000 1,644

現金及び現金同等物の中間期末残高 2,627 1,957
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２重仮設 重仮設等工事
土木・上下水
道施設工事等

計

売上高

一時点で移転される財 7,932 ― 385 8,317 ― 8,317

一定の期間にわたり移転
される財

1,567 2,477 414 4,459 ― 4,459

顧客との契約から生じる
収益

9,500 2,477 799 12,777 ― 12,777

外部顧客への売上高 9,500 2,477 799 12,777 ― 12,777

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 9,500 2,477 799 12,777 ― 12,777

セグメント利益 1,057 91 25 1,173 △387 785

(注) １ セグメント利益の調整額△387百万円は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係る費用であり

ます。

２ セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

重要な発生および変動はありません。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

中間連結損益
計算書計上額

(注)２重仮設 重仮設等工事
土木・上下水
道施設工事等

計

売上高

一時点で移転される財 7,249 ― 292 7,541 ― 7,541

一定の期間にわたり移転
される財

1,623 2,846 449 4,920 ― 4,920

顧客との契約から生じる
収益

8,872 2,846 742 12,462 ― 12,462

外部顧客への売上高 8,872 2,846 742 12,462 ― 12,462

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 8,872 2,846 742 12,462 ― 12,462

セグメント利益又は損失(△) 964 329 △4 1,289 △360 929

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△360百万円は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係

る費用であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

当中間連結会計期間において、有限会社大地リースの株式を取得し、連結子会社としました。これにより、の

れんを891百万円計上しております。なお、のれんの金額は当中間連結会計期間末において取得原価の配分が完

了していないため、暫定的に算定された金額であります。


